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生きた本

ほとんどの本は化石である。出版された時点で誰かが知っていたことのスナップショット、出版日に琥珀色で封じ込められている。生きた現実を記述することを主張する哲学は、生きたテキストに値する。

『生きた本』は、harmonism.ioを支える知識の本体から直接構築された一連の書籍である。各書籍は異なる記事のセットから引き出され、どの記事も1冊の本に複数回現れることはない。各々は特定の読者と入口に対する完全で自己完結した読書経験を構成している。ヴォルトの記事が深まれば、それを含む書籍も深まる。数年後にリリースされた第二版ではない。同じ本が更新されるのだ。凍った湖ではなく、知識の流れである。




これはどのように機能するのか

シリーズの各書籍は調和主義ヴォルトから生成される。これは体系を構成する哲学的著作の相互に関連した本体である。記事は4つの軸に沿った分類によって選択される：教義的安定性、編集上の性質、構造的広さ、そして治療の深さ。その書籍の基準を満たす記事だけが本に含まれる。その記事がヴォルト内で進化すれば、書籍はそれと共に進化する。

各書籍をオンラインで読むことができ、常に最新の状態が保たれている。また、静的な複写をダウンロードすることもできる。エクスポート時点の版で、正直にスナップショットであることを示す。どちらにも価値がある。しかし、生きたバージョンだけが教え続ける。





ハルモニアの図書館

完全な図書館は15巻を運び、調和主義が機能する5つの性質の下に編成されている。6巻は生きている。9巻はまだ構築されていない。その建築上のスロットは最初の遭遇から全体の形が読み取れるように下に見える。





I. 基盤

1巻。他のすべてが立つ教義的基礎。


哲学的基礎

調和主義の形而上学的建築：絶対者からロゴスとダルマを通して調和の輪と調和の道へ下降する。14章は宇宙的原理から実践的実践へと下る存在論的カスケードに従う。建築としての輪で止まり、いかなる単一の領域にも下る純粋なアップストリーム学説である。

この書籍は安定、正典、そして完全に分類された記事から排他的に引き出されている。最も定着した、最も時を超越した、最も構造的に完全なシステムの内容である。それは最も密度の高い蒸留である：2026年に遭遇しても2076年に遭遇しても同じように読める書籍。その理由は、それが表現する学説が実験的ファッションに先立つ性質で機能するからである。

調和主義に教義のドアから初めて遭遇するなら、ここから始めよ。


「哲学的基礎」を読む








II. 橋

2巻。調和主義の対話。世界の瞑想的伝統に向かう対話、西洋知的伝統に向かう対話。両方の橋が必要である。内側の道を歩んできた探求者に話しかけるシステムと、近代大学で形成された思想家に話しかけるシステムである。異なる読者、異なるアプローチ、同じ家。


融合

調和主義がインド、中国、アンデス、ギリシャ、アブラハム的な世界の瞑想的伝統と出会う場所、そしてそれらの下にある普遍的哲学。5つの文明は独立してまったく同じ領域をマップした。12章が融合を見えるように、航行可能に、そして哲学的に厳密にする。共通の土地から、大きな伝統を通して、あらゆる伝統が直面しなければならない永遠の問い：神、魂、そして死を超えた何か。

探求者、実践者、そして伝統全体で勉強し、根底にある統一を感じたが、それを保つ建築を見つけられなかった誰もためにである。


「融合」を読む





見えない建築

調和主義はあらゆる主要な西洋知的伝統と関わる。ポスト構造主義、実存主義、唯物論、マルクス主義、自由主義、フェミニズム、保守主義、資本主義、国家主義、トランスヒューマニズム。12章が各伝統を真摯に扱い、それが何を得たか尊重し、それが破裂する場所を示し、より深い土地を指す。

知識人、学者、そしてこれらの伝統によって形成されし、膠着状態に達したことを感じる誰もためである。


「見えない建築」を読む








III. 世界

3巻。診断された文明、再構築された文明、文明の境界。次の世紀の問いが鍛造されている場所である。


診断

西洋で何が起きたのか。そしてなぜすべてが壊れているように感じるのか。11章は文明危機を形而上学的根から機関的な掌握を通して、そして生きた結果まで追跡する。そして出口への扉。調和主義固有の術語は必要ない。予備知識は仮定されない。読者は何が起きたかを知って終わる。そして代替案は何かと問う準備ができている。

これは最も広い入口である。何か深く間違っていることを感じるが、与えられた説明（左翼か右翼か、政治的か経済的か）が根に達しないなら、ここから始めよ。


「診断」を読む





青写真

調和主義が診断から構築へ移動するとき何を構築するか。18章が調和の建築をガバナンス、貢献、教育、知識伝達、生態系、技術、そして死を通した意識的遷移に適用した形で提示する。文明的基礎から教育の未来と土地問題、AI整合と技術のテロスまで。

構築者、教育者、政策思想家、そして代わりに何を実際に作るべきかと問う誰もためである。


「青写真」を読む





境界

文明的な辺縁が鍛造されている場所：一般的知能の閾値での技術、古い基礎が解散している経済秩序、国民国家が弱まるにつれ出現している統治建築、そして地球規模での生態学的問題。一世代前には問いではなかった問いと、今その相続に入りつつある世代を定義する体積の本。


近日公開予定








IV. 道

8巻。1巻ずつ調和の輪のロクトーン。輪の各ロクトーンは独自の本を持つには十分に広大である。一緒に取られた、これら8つは調和主義を通った個々の道の完全な治療を構成する。下に列挙されているのは調和の道の順序である。輪を通った統合の推奨方向。そして各ロクトーンのヴォルトコンテンツが成熟する速度で出荷される。


臨在の道

内側の道。瞑想が中心。外側へと呼吸とプラーナーヤーマ、音と沈黙、生命力の動き、意図、反省、美徳、そして精神生成的閾値の規律的な使用の栽培。最も深い内側、他のロクトーンすべてが根を見つけるところ。


近日公開予定





健康の道

準備された器。錬金術的順序。監視、浄化、水分、栄養、補充、運動、回復、睡眠。領域が要求するプロトコルレベルの深さで扱われた。調和主義への最も広い橋：普遍的、実験的に実証可能、直ちに実行可能、ほとんどの読者が理論的なものではなく何か現実として最初にシステムに遭遇する場所。


近日公開予定





物質の道

物質の場が正しく保有された。管理が中心。そして家、生息地、輸送、衣料、道具、金融、調達、セキュリティが蓄積としてではなく整合として扱われた。ダルマの領域としての物質への開業医の関係、無関心ではなく。


近日公開予定





奉仕の道

ダルマとしての仕事。聖職、価値創造、リーダーシップ、協力、倫理、システム、コミュニケーション。内側の栽培が世界の貢献の必要性と出会うロクトーン。近代的な仕事を通した意味の問いへの答え、調和実在論の土地から再構築。


近日公開予定





関係の道

坩堝。愛が中心。そしてカップル、親業、家族の長老、友情、コミュニティ、傷つきやすい者への奉仕、正直なコミュニケーションの建築。他の人間存在の既約な他者性に対する実践がテストされるロクトーン。


近日公開予定





学びの道

全人類の栽培。哲学と神聖な知識、実践的スキル、治療術、性別と入門、言語と修辞法、デジタル芸術、科学とシステム。生涯学習は個人の人間知識の領域を通った道として再構成。


近日公開予定





自然の道

畏敬が回復した。パーマカルチャー、浸漬、水、地球、空気、動物、生態学的絆。生きた世界への開業医の再統合。外からの環境倫理としてではなく、存在論的復帰として。


近日公開予定





遊びの道

歓びがロクトーンである。付属物ではない。音楽、視覚的で塑造的な芸術、叙事詩的芸術、スポーツと物理的遊び、デジタル娯楽、旅、集まりの芸術。統合された生活の中で遊びと美しさの再生としての負荷軸受の復活は、近代的な娯楽の単なる消費への崩壊に対抗する。


近日公開予定








V. 地平線

1巻。運動中の学説。宇宙的な瞬間、人間の道、開いている年齢。


地平線

運動中の学説。開いている年齢、人間の道、宇宙的な瞬間。6章で調和主義は時間の中で行動するように見える。言語の中で、化身の中で、今進行中の文明上の変曲点への原型的人間の応答。ロゴスと言語、ロゴスの化身、極限での宇宙、自由とダルマ、英雄の道、統合的年齢。

調和主義が何であるか吸収した読者が今問う場所：これはすべてどこを指しているのか？


「地平線」を読む








シリーズ

15巻は調和主義が機能する5つの性質に1対1でマップする：基盤に1冊、橋に2冊、世界に3冊、道に8冊、地平線に1冊。各登録簿は更新のその独自のリズムを運ぶ。基盤はまれに更新される。学説は定着している。橋は新しい融合が出現するにつれ、そして西洋知的景観がシフトするにつれ更新される。世界は文明そのもののパルスで更新する。診断は危機が深まり明らかになるにつれ進化する、青写真は建設が始まるにつれ深まる、境界は辺縁を追跡する。道は実践が実践が明かすものが明かすにつれロクトーンずつ更新する。地平線は宇宙的な瞬間と移動する。通常の時間では遅い、変曲点では速い。

6冊の本は任意の順序で読まれることができる。瞑想的な入口のため、哲学的基礎で始めよ。批判的な入口のため、診断で始めよ。自分の形成からの橋のため。東洋または西洋。融合または見えない建築で始めよ。建設的な登録簿のため、青写真。これがすべてを指す場所のため、地平線。道の巻が到着したときに、入口パターンはシフトする。各ロクトーンの本はその独自の扉になり、図書館は個人的な道と同時に文明的な完全な地図になる。

中心での岩床、シフトする橋、流れる応用。フラクタルパターン、もう一度。



参照もあわせて：調和主義, 読書ガイド, 調和の道
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